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2023年 4月 14日 

 

会 社 名 日本アジア投資株式会社 

代表者の役職名 代表取締役社長 下村 哲朗 

（コード番号  8518 東証スタンダード市場） 

問 い 合 せ 先 執 行 役 員  岸 本  謙 司 
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青島青松創業投資集団有限公司との協力協定について 
～中国青島市のベンチャー企業の日本での事業展開や資本・業務提携の支援で協力～ 

 
 

この度、日本アジア投資株式会社（代表取締役社長：下村 哲朗、本社：東京都千代田区、以下「当社」）は、

青島青松創業投資集団有限公司（董事長：隋 暁、本社：中国山東省青島市、以下「青島青松ベンチャーキャピ

タルグループ」）と、中国青島市のベンチャー企業の日本での事業展開や資本・業務提携の支援で協力するこ

とに合意し、協力協定を締結しましたのでお知らせいたします。 

 

合同調印式の様子 （右端：青島青松ベンチャーキャピタルグループ 董事長 隋 暁氏、右から 2人目：当社代表取締役 下村） 

 

青島市は、中国山東省南端に位置し、1000 万人以上の人口を有する中国有数の港湾都市です。歴史的

に青島ビールの生産地として有名ですが、1984 年に特別経済技術開発区に指定されて以来海外からの投

資を集め、食品、飲料だけでなく、紡績、科学、製造業、ハイテク産業も発展しています。また、中国有数の家

電メーカーであるハイアールグループ（海爾集団）や中国有数のテレビメーカーであるハイセンスグループ

（海信集団）も青島を本拠としています。 

青島市は、企業や投資の誘致を行う機関として青島商工センターを世界 9 箇所に設け、積極的な活動を

展開しています。日本では、東京に日本青島商工センターが設立され、日本企業の青島市進出のサポート、及

び、青島市の企業の日本進出やM&Aの支援を行っています。 
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青島青松ベンチャーキャピタルグループは、20１４年に設立された民営のベンチャーキャピタルであり、ヘ

ルスケア、次世代 IT技術、ハイエンド製造業、新エネルギー、新素材、消費者向け産業の分野で、中国のPre-

IPO段階のベンチャー企業に投資をしています。同社は 150億元（約 2,800 億円）のファンド資金を運用

し、80社以上への投資実績を有し、そのうち5社が新規上場を果たしています。同社は、投資先企業の育成

のため、投資先企業と日本企業との資本・業務提携ニーズを有しています。 

 

当社は、2014年に青島市の視察ツアーを開催するなど、以前より青島市との経済交流を深めてまいりま

した。その結果、2014 年 3 月に青島市の国際投資促進顧問に就任し、青島市政府と日本企業との交流促

進を積極的に支援しています。また、20１４年 12 月には、青島市政府より副市長を始めとする訪日団を迎

え、同市での経済交流促進や協業拡大について協議を行うとともに、当社の投資先等関係者との経済交流

懇親会を開催いたしました。その後も、日本青島商工センターと定期的な情報交換を行い、緊密な交流を持

っています。 

今般の青島青松ベンチャーキャピタルグループとの協力協定は、当社の青島市との経済交流をさらに進

める目的で、中国青島市のベンチャー企業の日本での事業展開や資本・業務提携の支援で協力することを合

意したものです。 

 

なお、当社は、2023年 2月に株式会社アジアンマーケット企画（代表取締役社長：木林 靖治、本社：東京

都千代田区）を子会社化し、同社の持つ地域金融機関とのネットワークやＭ＆Ａのアドバイザリー業務・アジア

への事業進出支援の知見を当社グループ内に取り込み、M&A 業務やアジアでの事業展開に向けてリソー

スの拡充を目指しています。 

今後は、地域金融機関とのネットワークを活用して、投資案件の開拓の過程だけでなく広範に M&A や

海外進出のニーズを捉え、M&A の仲介や海外進出支援、事業拡大支援等の業務をさらに強化する方針で

す。 

  

 

 

会社概要 日本アジア投資株式会社 

本社所在地 東京都千代田区九段北三丁目 2番 4号 

代表取締役社長 下村 哲朗 

URL https://www.jaic-vc.co.jp 

 
 

以上 
 

 
【お問い合わせ先】 

 日本アジア投資株式会社 管理グループ 丸山（ir@jaic-vc.co.jp）  


